
 

 

 

 

 

先生は高校生！ 津田高生が高齢者のスマホの悩みに応えます 

～世代を超えた支え合いの地域づくり～ 

「教える側」は高校生――。 

さぬき市の県立津田高等学校の生徒が、地域の高齢者のスマートフォン操作の悩みに

応える「スマホ相談会」を開催します。生徒たちが"先生役"となり、高齢者一人ひとり

に寄り添って個別に相談に応じます。若者と高齢者が向き合い、世代を超えて支え合う

地域づくりの温かい一コマを、ぜひ取材ください。 

相談会に先立ち、生徒はソフトバンク株式会社の協力のもと事前研修を受けており、

当日は津田地区老人クラブが運営するサロン「にこにこカフェ」の行事の一コマに出向

きます。 

この取組は、生徒が自らの体験を通じて高齢者を思いやる気持ちやいたわる気持ちを

はぐくみ、人間性の育成および地域社会での関係を築く力を育成することを目的として

います。あわせて、生徒が地域の担い手として成長し、世代を超えてお互いに支え合い、

助け合う地域の仕組みづくりを目指します。 

 

【日 時】令和８年８月７日（金）１０：３０～１１：３０ 

【場 所】津田公民館（香川県さぬき市津田町津田１３８番地１６） 

【主 催】香川県立津田高等学校 

   （共催：さぬき市、ソフトバンク㈱） 

【日 程】１０：１０～ 受付  

１０：３０  スマホ相談会開始 

１１：３０  スマホ相談会終了 

【参加者】津田地区の高齢者の方 ２０名程度 

津田高生       ２０名 

 

※このリリースはさぬき市と津田高等学校から同時にお送りしています。 

プレスリリース ２０２６ (令和８)年７月２９日 

【本件に対する問い合わせ先】 

さぬき市プロジェクト推進室 担当 原田、谷本 

電話 087-894-6110 Email project@city.sanuki.lg.jp 

■ 取材依頼  □ 募集告知 

□ 周知依頼  □ その他 

 

▲ 昨年度のスマホ相談会の様子 


